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議会だより議会だより

今回の表紙は今回の表紙は
　　

ピヨピヨ広場ピヨピヨ広場

6 月 27 日、宇漢米館「ピヨピヨ広場」6 月 27 日、宇漢米館「ピヨピヨ広場」

で赤ちゃんの歯磨き教室が開催されまで赤ちゃんの歯磨き教室が開催されま

した。お母さんと一緒の親子 4 組は、した。お母さんと一緒の親子 4 組は、

町の歯科衛生士の指導のもと、実践し町の歯科衛生士の指導のもと、実践し

ながら楽しく歯磨きの仕方を学ぶことながら楽しく歯磨きの仕方を学ぶこと

ができました。ができました。

子供も歯ブラシを持ち、自ら歯磨きを子供も歯ブラシを持ち、自ら歯磨きを

する姿が見られました。する姿が見られました。
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ぎかいの視点

 　 　　　 　 　　　６６月月定例会定例会の概要の概要次は 特  集
若者定住促進住宅

　若者定住促進住宅は、人口減少・少子化対

策調査特別委員会で決議したほか、これまで

も複数の議員が一般質問で政策提言してきま

した。今年から、一気に移住定住施策として、

特に若者定住促進プロジェクトや若者会議（高

校生を含む）などの意見をもとに進めようと

しています。議会として大変喜ばしいことで

あり、強く支援していきたいです。

議会も強く支援したい

若
者
定
住
エ
リ
ア
の
活
用
策
を
検
討

萩田地区の旧青少年ホーム跡地に若者定住住宅を整備予定

県有地を取得し県有地を取得し
　　　　　新たな住宅構想　　　　　新たな住宅構想

　
6
月
（
第
16
回
）
定
例
会
は
、
6
月
２
日
か
ら
11
日

ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
招
集
日

に
行
わ
れ
た
政
務
報
告
で
山
本
町
長
は
「
萩
田
地
区
に

若
者
の
移
住
定
住
に
向
け
た
住
宅
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
遊
休
地
に
つ
い
て
若
者
定
住
エ
リ
ア
活
用

策
の
検
討
を
進
め
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
６
月
5
日
と

6
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
6
人
の
議
員
が
登
壇

（
質
問
内
容
は
7
ペ
ー
ジ
か
ら
13
ペ
ー
ジ
ま
で
）。
町
長

提
案
の
あ
っ
た
監
査
委
員
の
選
任
は
全
員
賛
成
で
同

意
。
一
般
・
特
別
会
計
補
正
予
算
を
含
む
議
案
8
件
は
、

特
別
委
員
会
（
田
村
せ
つ
委
員
長
）
で
審
議
し
た
後
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
で
は
、
特
に

若
者
定
住
団
地
構
想
に
注
目
が
集
ま
り
、
議
論
が
集
中

し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
千
６
１
１
万
５
千
円
を

追
加
し
、
総
額
71
億
６
１

１
万
５
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

補
正
内
容
と
し
て
注
目

さ
れ
る
の
が
、
若
者
定
住

団
地
基
本
構
想
策
定
業
務

委
託
料
１
千
４
３
０
万
円
、

若
者
定
住
団
地
用
土
地
購

入
費
９
２
５
万
円
で
す
。

　

若
者
定
住
促
進
住
宅
に

つ
い
て
は
、
町
議
会
か
ら

人
口
減
少
対
策
の
提
言
と

し
て
強
く
要
望
し
て
お
り
、

７
年
度
は
萩
田
地
区
の
旧

青
少
年
ホ
ー
ム
の
跡
地
を

利
用
す
る
た
め
の
、
基
本

構
想
策
定
、
現
地
調
査
、

調
査
測
量
、
土
地
造
成
工

事
を
行
う
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
役
場
周

辺
の
遊
休
地
で
あ
る
町
有

地
と
合
わ
せ
て
県
有
地
を

購
入
し
て
、
一
体
的
に
活

用
策
の
調
査
業
務
を
進
め

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
昨
年
発

足
し
た
若
者
定
住
促
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
や
若
者

会
議
な
ど
の
意
見
を
反
映

さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
議
長
に
政
策
推
進
課
長
、

副
議
長
に
地
域
整
備
課
長
、

メ
ン
バ
ー
は
各
課
係
長
を

中
心
に
13
人
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
７
月
に
第
１
回
会

議
を
開
催
し
、
以
後
２
回

の
会
議
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
主
に
、
定
住
促
進
関

連
施
策
の
情
報
共
有
や
住

宅
施
策
の
方
向
性
の
協
議
、

先
進
事
例
等
の
意
見
交
換

を
進
め
て
い
ま
す
。

若
者
定
住
促
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
会
議
と
は

役
場
周
辺
遊
休
地
の
調
査
へ

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
活
用

若
者
定
住
促
進

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
中
心
に

仕
事
の
選
択
肢
、
住
居
の
意
見
多
数

　

役
場
周
辺
の
遊
休
地
と

な
っ
て
い
る
町
有
地
は
、

軽
米
高
校
寄
宿
舎
跡
地
の

ほ
か
、
旧
町
営
新
町
・
下

新
町
住
宅
跡
地
で
す
。

　

こ
れ
ら
町
有
地
に
隣
接

す
る
県
有
地
2
か
所
（
約

９
４
０
平
米
）
を
購
入
し
、

一
体
的
に
定
住
団
地
の
基

本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

　

3
月
定
例
会
で
議
決
し

た
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

基
金
を
活
用
し
て
の
事
業

と
な
り
ま
す
。

な
が
る
各
種
支
援
策
も
議

論
し
、
若
者
の
移
住
定
住
、

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

対
策
な
ど
の
諸
課
題
へ
の

対
応
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
若
者
定
住
促
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
は
、
住
宅

施
策
（
賃
貸
住
宅
建
設
、

分
譲
）
の
方
向
性
等
の
協

議
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

中
心
に
、
移
住
定
住
に
つ

　
若
者
会
議
は
２
月
に
開

催
さ
れ
、
軽
米
高
校
生
７

人
を
含
む
22
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

町
外
か
ら
移
住
す
る
た

め
に
は
「
や
り
た
い
仕
事
、

労
働
条
件
な
ど
選
択
肢
が

あ
る
」「
住
宅
・
ア
パ
ー
ト

が
あ
る
」「
生
活
コ
ス
ト
が

か
か
ら
な
い
」「
専
門
学
校

や
大
学
が
あ
る
」
こ
と
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
人
が
住
み
続
け

る
た
め
に
は
、
仕
事
、
住

居
の
ほ
か
「
職
場
や
学
校

な
ど
が
町
外
で
も
通
う
ほ

う
が
安
い
こ
と
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

戸
建
て
住
宅
を

　

令
和
6
年
の
町
民
意
識

調
査
で
は
、
若
者
が
移
住

に
求
め
る
住
居
環
境
は
、

一
戸
建
て
賃
貸
住
宅
を
望

む
人
が
、
最
も
多
い
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
若
者
の
感
性
や
発
想
を

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
委

員
会
で
す
。
総
合
発
展
計

画
策
定
に
若
者
の
意
見
を

取
り
込
む
た
め
、
令
和
2

年
9
月
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
お

お
む
ね
18
歳
か
ら
45
歳
ま

で
の
町
民
、
ま
た
は
町
出

身
者
で
、
ま
ち
づ
く
り
に

意
欲
が
あ
る
方
、
20
人
以

内
。
任
期
は
2
年
間
で
す
。

若
者
会
議
と
は
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次は

全議案とも全会一致
一般会計 3,612 万の増額

 審　査 　 　　　 　 　　　６議員の６議員の一般質問一般質問

監 査 委 員 の 選 任 に 同 意監 査 委 員 の 選 任 に 同 意
任期：令和 7年 6月 23 日～令和 11 年 6月 22 日

（略歴）

昭和 54 年　軽米町役場入庁

平成 29 年　軽米町役場退職

産業課勤務を経て農林水
産省畜産局へ 2 年間出向
し、企画財政課、総務課、
産業振興課等を経て、産
業振興課長、総務課長を
歴任

日
ひ や ま

山　充
みつる

 氏

　「監査」とは、財務に関する事務について、
法律に違反していないかや効率的に行われて
いるか、住民の福祉の増進のために最小限の
経費で最大の成果を挙げるよう努めているか
を確認します。

　

６
月
２
日
開
会
し
た
６
月
定
例
会
は
、
西
山
隆
介
監
査
委
員
の
後
任
と
し

て
、
日
山
充
氏
の
監
査
委
員
の
選
任
に
全
員
賛
成
で
同
意
。
追
加
提
案
４
件

を
含
む
全
議
案
８
件
に
つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会
で
慎
重
審
議
し
、
全
議
案

と
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。　

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の

主
な
歳
出
予
算
は
、
高
齢

者
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
委

託
料
６
１
６
万
円
、
健
康

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
修

繕
料
83
万
円
、
若
者
定

住
団
地
関
連
予
算
（
前

述
）、
消
防
団
員
自
動
車

運
転
免
許
取
得
事
業
補
助

金
１
０
０
万
円
、
旧
笹
渡

小
中
学
校
貯
水
槽
修
繕
料

70
万
円
、
軽
米
中
学
校

音
楽
室
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
リ
ー
ス
使
用
料
69
万

円
、
宇
漢
米
館
イ
ベ
ン
ト

関
連
４
２
０
万
円
の
歳
出

科
目
替
え
の
ほ
か
、
二
戸

地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

負
担
金
な
ど
で
、
総
額

３
千
６
１
１
万
５
千
円
を

補
正
す
る
も
の
で
す
。

高齢者帯状疱疹予防接種

○年齢別対象者

	 65 歳	 130 名

	 70 歳	 140 名

	 75 歳	 173 名

	 80 歳	 ８０名

	 85 歳	 ９７名

	 90 歳	 ７５名

	 95 歳	 ４５名

	 100 歳	 １１名

	 101 歳以上	 １１名

	 計		 760 名

帯た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
予
防
接
種
に           

６
１
６
万
円
（
新
規
事
業
）

対
象
と
な
る

65
歳
以
上

７
６
０
名

　

令
和
７
年
度
か
ら
65

歳
以
上
の
方
な
ど
へ
の

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
が
予
防
接
種

法
に
基
づ
く
定
期
接
種

の
対
象
と
な
り
ま
し

た
。

　

定
期
接
種
の
対
象
者

は
、
65
歳
に
な
る
方
で

す
が
、
今
後
５
年
間
の

経
過
措
置
で
、
そ
の
年

度
内
に
70
歳
か
ら
5
歳

ご
と
の
方
も
対
象
で

す
。

　

町
の
年
齢
別
対
象
者

数
は
別
表
の
と
お
り
、

合
計
７
６
０
名
で
す
。

病
院
と
相
談

　

接
種
は
、
生
ワ
ク
チ

ン
（
約
８
千
円
、
１
回

接
種
）
と
組
替
え
ワ
ク

チ
ン（
約
２
万
２
千
円
、

２
回
接
種
が
必
要
）
の

２
種
類
あ
り
ま
す
が
、

ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か

は
病
院
と
相
談
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち

ら
も
半
額
程
度
の
助
成

と
な
り
ま
す
。

消
防
団
員
の

準
中
型
免
許

取
得
へ
助
成

　

道
路
交
通
法
の
改
正

に
よ
り
、
新
た
に
「
準

中
型
自
動
車
免
許
」
が

創
設
さ
れ
、
普
通
自
動

車
免
許
で
運
転
で
き
る

車
両
は
3.5
㌧
未
満
ま
で

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
５
㌧
ま
で
運
転
可

能
で
し
た
。

　

法
改
正
に
よ
り
、
平

成
29
年
３
月
11
日
以
前

に
普
通
免
許
を
取
得
し

た
方
は
、
5
㌧
未
満
ま

で
運
転
で
き
ま
す
が
、

３
月
12
日
以
降
に
普
通

免
許
を
取
得
し
た
方

無
線
施
設
の
請
負
契
約

　

情
報
通
信
施
設
放
送

設
備
更
新
の
第
2
期
工

事
の
請
負
契
約
の
締
結

に
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

契
約
金
額
は
、
1
億

１
千
１
９
８
万
円
で
、
請

負
者
は
、
盛
岡
市
の
北
日

本
通
信
㈱
（
代
表
取
締
役

社
長
石
月
一
志
）、
完
成

予
定
日
は
、
令
和
8
年
２

月
27
日
で
す
。

第
６
分
団
第
３
部
へ

小
型
ポ
ン
プ
車

　

消
防
団
活
動
に
供
す

る
た
め
の
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
積
載
車
取
得
に

全
員
賛
成
し
、
可
決
し

ま
し
た
。

給
食
配
送
車
買
入
れ

　

小
中
学
校
の
給
食
配

送
車
（
2
ｔ
、
保
冷
仕

様
）
取
得
に
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

　

取
得
金
額
は
、
９
６

１
万
円
で
、
当
町
の
高

常
自
動
車
工
業
㈱
（
代

表
取
締
役
高
橋
啓
介
）

か
ら
の
買
入
れ
で
す
。

特
別
委
員
会

Ｑ
＆
Ａ

問
　
小
学
校
費
の
修

繕
場
所
は
ど
こ
で
す

か
。

答
　
旧
笹
渡
小
中
学

校
の
貯
水
槽
を
直
し

ま
す
。

問
　
中
学
校
費
の
冷

暖
房
機
は
。

答
　
軽
米
中
学
校
の

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

の
リ
ー
ス
料
で
す
。

問
　
郵
便
局
へ
の
事

務
委
託
が
6
月
9
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
今
後
の
見
通
し

は
。

答
　
委
託
の
事
務
事

業
が
ス
ム
ー
ズ
に
引

き
継
が
れ
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し

な
い
よ
う
に
注
視
し

て
い
き
ま
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申

請
手
続
き
等
も
検
討

を
進
め
て
い
き
ま

す
。

問
　
小
学
校
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
「
見
守
り

隊
」の
活
動
状
況
は
。

答
　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
は
軽
米
小
12
人
、

小
軽
米
小
3
人
、
晴

山
小
2
人
の
計
17
人

お
り
、
通
学
路
等
で

児
童
の
登
下
校
を
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。
無
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す

が
、
傷
害
保
険
へ
加

入
し
、
活
動
用
ベ
ス

ト
、
帽
子
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
年
度
初

め
に
各
小
学
校
で
紹

介
式
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

地域住民の暮らしがより良いものになるよう、民
間との連携も進めてまいります。（6 月 9 日に行わ
れた軽米町・日本郵便「包括受託事務」取扱開始
式の様子）

消防団活動継続のため、また若い世代
へ受け継ぐために必要不可欠な助成と
なるでしょう。（消防演習の様子）

全議案とも全会一致
一般会計 3,612 万の増額

小中学校へ給食を届ける配送車

は
、
3.5
㌧
以
上
の
ポ
ン

プ
自
動
車
を
運
転
で
き

ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
将
来
的

に
消
防
団
活
動
に
支
障

が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
消
防
団
員
の
準

中
型
自
動
車
免
許
の
取

得
費
用
を
補
助
す
る
も

の
で
す
。

　

取
得
価
格
は
、
1
千
５

５
１
万
円
で
、
盛
岡
市
の

㈱
ダ
イ
ト
ク
（
代
表
取
締

役
社
長
竹
下
博
）
か
ら
の

買
入
れ
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
選
択
は

ワ
ク
チ
ン
費
用

半
額
助
成
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第 16 回定例会第 16 回定例会

一般質問一般質問
　　６人が登壇６人が登壇

　
　・町の人手不足について　

　
　・スポーツ推進政策について

・訪問介護事業所への
　　　　　　　支援について
・加齢性難聴者の早期発見と
　補聴器購入助成制度について
・メガソーラーや風力発電の
　　火災や災害の対応について

　
　・商工観光と
　　　　町の活生化について　

掲載されている質問・回答は要約されていま
す。全文は町議会ホームページにて公開して
おりますので、ご覧ください。

　町議会ＨＰ
　QR コード▼

・岩手県への損害賠償請
　　　求事件の裁判について　
・小中学校の教員住宅の
　　　　　　　　状況について
・中学校部活動の
　　　　　　地域移行について

上上
かみやまかみやま

山山　　誠誠
まことまこと

一問一答（８ページ）一問一答（８ページ）

田田
た な かた な か

中中　　祐祐
ゆうすけゆうすけ

典典
一問一答（10 ページ）一問一答（10 ページ）中中

なかむらなかむら

村村　　正正
ま さ しま さ し

志志
一問一答（11 ページ）一問一答（11 ページ）

茶茶
ち ゃ やち ゃ や

屋屋　　隆隆
たかしたかし

一括質問一括答弁（12 ページ）一括質問一括答弁（12 ページ）江江
え さ し かえ さ し か

刺家刺家　　静静
し ず こし ず こ

子子
一括質問一括答弁（13 ページ）一括質問一括答弁（13 ページ）

一般質問とは一般質問とは
・定例会に限り、町政全般に関して質問できます・定例会に限り、町政全般に関して質問できます
・質問項目はあらかじめ事前の通告が必要です・質問項目はあらかじめ事前の通告が必要です
・質問者の順番は通告した順番で行われます・質問者の順番は通告した順番で行われます
・時間の制限は 60 分です・時間の制限は 60 分です

6 月 5 日・6 日の 2 日間6 月 5 日・6 日の 2 日間 ≪６月定例会≫

採決結果を紹介

《第 16 回（6月）定例会、6月 2日から 11 日まで 10 日間開催》
番号等 案件内容

本会議の
採決結果

同意案① 監査委員の選任〔日山充氏＝蓮台野、新任〕 同意同意

（全員賛成）（全員賛成）

議案①
医療費給付条例の一部改正
〔岩手県が実施する重度心身障害者医療費助成制度が見直され、対象者に精神障害者
が加えられたことに伴い、本町においてもこれに準じ所要の改正を行うもの〕

可決可決

（全員賛成）（全員賛成）

議案② 令和 7 年度軽米町一般会計補正予算（第１号）
〔3,611 万 5 千円を増額し、総額 71 億 611 万 5千円〕

議案③ 令和 7 年度軽米町水道事業会計補正予算（第１号）
〔資本的支出を 2,879 万 8 千円増額し、3億 3,189 万 6 千円〕

議案④ 令和 7 年度軽米町下水道事業会計補正予算（第 1 号）
〔資本的支出を 1,300 万 1 千円増額し、7,180 万 3 千円〕

議案⑤
情報通信施設放送設備更新工事（第 2 期）の請負契約の締結に関し議決を
求めることについて
〔情報通信施設放送設備更新工事（第 2期）の請負契約を締結しようとするもの〕

議案⑥ 財産の取得に関し議決を求めることについて
〔消防団活動に供するため、小型動力ポンプ付積載車を買入れしようとするもの〕

議案⑦ 財産の取得に関し議決を求めることについて
〔小中学校へ給食を配送するため、配送車両を買入れしようとするもの〕

議案⑧ 令和 7 年度軽米町国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号）
〔244 万 7千円を増額し、10 億 2,819 万 9 千円〕

《第 15 回臨時会、5月 12 日開催》
番号等 案件内容

本会議の
採決結果

常任委員の選任（委員の構成は 14、15 ページをご覧ください）
選任選任

議会運営委員の選任（委員の構成は 14、15 ページをご覧ください）

報告① 専決処分事項の報告について
〔公用車による物損事故の損害賠償の額の決定及び和解、損害賠償額 1万 4,751 円〕

報告② 専決処分事項の報告について
〔公用車による物損事故の損害賠償の額の決定及び和解、損害賠償額 23 万 9,990 円〕

議案① 軽米町税条例の一部を改正する条例の採決処分に関し承認を求めることに
ついて 承認承認

（全員賛成）（全員賛成）

議案② 令和 6 年度軽米町一般会計補正予算（第 10 号）の専決処分に関し承認を
求めることについて〔スクールバス購入の繰越明許費の補正〕

議案③
財産の取得に関し議決を求めることについて
〔軽米町小中学校の児童生徒へ給食を提供するため、真空冷却機・蒸気ボイラーを買
入しようとするもの〕

可決可決

（全員賛成）（全員賛成）

あなたは傍聴しましたか ?

かるまいテレビでも

放送しています !

田田
た む らた む ら

村村　せつ　せつ
一問一答（９ページ）一問一答（９ページ）

・子育て環境の充実について

町議会では、昨年 12 月定例会から、これまでの一括質問一括答弁方式と、新たに一問一答方式を希望により選町議会では、昨年 12 月定例会から、これまでの一括質問一括答弁方式と、新たに一問一答方式を希望により選
択できるよう試行導入しています。質問方式の違いについて紹介します。（制限時間はどちらも 60 分）択できるよう試行導入しています。質問方式の違いについて紹介します。（制限時間はどちらも 60 分）

・・一括質問一括答弁方式　　   一括質問一括答弁方式　　   議員が質問をすべて一括して質問し、その後、町長らがその質問について議員が質問をすべて一括して質問し、その後、町長らがその質問について
　　　　　　一括して答弁を行います。質問回数は再々質問までです。　　　　　　　一括して答弁を行います。質問回数は再々質問までです。　

・・一問一答方式 　　　　　　　一問一答方式 　　　　　　　一つの質問事項を質問した後、町長等がその質問事項について答弁を行い、一つの質問事項を質問した後、町長等がその質問事項について答弁を行い、
その後に次の項 目を質問します。全ての質問を一問一答で行います。質問その後に次の項 目を質問します。全ての質問を一問一答で行います。質問

　　　　　　　　　　　　　   回数は無制限です。　　　　　　　　　　　　　   回数は無制限です。
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一般質問

問問町で取り組む考えは

制度の活用を積極的に働きかける段制度の活用を積極的に働きかける段
階に至っていない階に至っていない

【
問
】　
　

特
定
地
域
づ
く

り
事
業
協
同
組
合

制
度
を
町
で
取
り
組
む
考

え
は
な
い
か
。

【
町
長
】　

本
制
度
活
用
の

検
討
を
し
た
経
緯
が
あ
る

が
、
課
題
と
し
て
、
町
内

の
事
業
者
で
繁
忙
期
、
閑

散
期
を
事
業
者
間
で
う
ま

く
調
整
し
一
年
を
通
じ

た
仕
事
を
生
み
出
せ
る

か
、
組
合
で
働
く
マ
ル
チ

ワ
ー
カ
ー
と
組
合
運
営
の

た
め
の
事
務
局
職
員
を
確

保
で
き
る
か
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
、
各
事
業
者
へ
制
度

の
活
用
を
積
極
的
に
働
き

か
け
る
と
い
う
段
階
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
今
後
も

制
度
を
活
用
し
た
い
と
い

う
団
体
や
事
業
主
か
ら
の

相
談
が
あ
れ
ば
、
組
合
の

設
立
、
組
合
運
営
に
係
る

財
政
支
援
等
も
含
め
相
談

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
県
内
外
の
事
例

研
究
、
情
報
収
集
に
努
め

て
い
く
。

特定地域づくり事業協同組合制度

町長町長

町の人手不足について

農
作
物
生
産
量
の
減
少
に
直
結
す
る

農
作
物
生
産
量
の
減
少
に
直
結
す
る

課
題
課
題

問問町
長
町
長

【
問
】　
　

人
手
不
足
に
対

す
る
町
の
認
識

と
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
は
。

【
町
長
】　
各
分
野
に
お
い

て
、
担
い
手
不
足
や
人
手

不
足
と
な
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
農
業
に
お

い
て
は
農
家
戸
数
の
減

少
、
人
手
不
足
、
経
営
規

模
の
縮
小
や
離
農
の
増
加

を
招
き
、
耕
作
放
棄
地
の

増
加
、
ひ
い
て
は
本
町
の

農
作
物
生
産
量
の
減
少
に

直
結
す
る
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。
町
の
取
り
組
み

状
況
と
し
て
農
業
分
野
で

は
、
国
庫
補
助
事
業
や
町

単
独
事
業
の
親
元
就
農
支

援
金
制
度
に
よ
る
担
い
手

育
成
や
就
農
相
談
会
の
開

催
や
課
題
解
決
の
一
つ
と

し
て
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械

の
導
入
支
援
に
よ
る
省
力

化
、
効
率
化
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
町
内
事
業
者

に
は
、
新
規
求
職
者
等
地

域
雇
用
促
進
奨
励
金
制
度

な
ど
の
資
金
面
で
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

人
手
不
足
に
対
す
る
認
識
は

スマート農業機械を導入すること
により、労働力不足の改善や生産
性向上、コスト削減、安全性の向
上など様々な効果が期待されます。

（写真はイメージ）

特定地域づくり事業協同組合制度とは、人口減少が著しい地域
にとって、担い手不足を改善するために必要な支援制度です。

移住者・地域の若者など

特定地域づくり事業協同組合

国・市町村
地域の小規模事業者

農林業・製造業・宿泊施設・
飲食店観光施設など

雇用

派遣料金人材派遣運営費助成

給与

幼児施設の存続

現
時
点
で
統
廃
合
に
つ
い
て
検
討
は

現
時
点
で
統
廃
合
に
つ
い
て
検
討
は

し
て
い
な
い

し
て
い
な
い

問問町
長
町
長

幼
児
施
設
の
統
廃
合
は

一般質問

田田
た む らた む ら

村村　せつ　せつ

問問屋内型の遊び場
　　　　　　その後の検討は

引き続き調査検討を進めていく

子育て環境の充実

町長町長

【
問
】　
　

屋
内
型
の
遊
び

場
に
つ
い
て
そ
の

後
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ

れ
た
の
か
。

【
町
長
】　
現
在
も
継
続
し

て
調
査
検
討
を
進
め
て
い

る
。
子
ど
も
の
遊
び
場
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
年
間

を
通
じ
て
利
用
で
き
る
施

設
を
念
頭
に
置
き
、
維
持

管
理
を
含
め
た
総
合
的
観

点
か
ら
直
営
に
よ
る
整

備
、
あ
る
い
は
官
民
連
携

に
よ
る
整
備
の
選
択
な
ど

引
き
続
き
調
査
検
討
を
進

め
て
い
く
。

【
問
】　
　

屋
内
型
の
遊
び

場
の
設
置
場
所

は
、
宇
漢
米
館
の
周
辺
を

望
む
が
。

【
副
町
長
】　
町
と
し
て

も
、
宇
漢
米
館
の
子
育
て

施
設
と
一
体
化
し
た
利
用

が
望
ま
し
い
と
考
え
る

が
、
ま
だ
検
討
段
階
に

入
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

整
備
す
る
場
合
は
近
隣
に

な
い
よ
う
な
遊
び
場
で
、

幅
広
い
年
代
の
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
ん
で
く
れ
る
施

設
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
問
】　
　

少
子
化
が
進
む

中
、
幼
児
施
設
の

統
廃
合
が
心
配
さ
れ
る
。

幼
児
施
設
の
存
続
に
つ
い

て
伺
う
。

【
町
長
】　
保
育
園
の
統
廃

合
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
は
検
討
し
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
園
児
数
も

毎
年
減
少
し
て
い
る
。
保

育
士
の
確
保
に
も
苦
労
し

て
い
る
。
町
と
し
て
も
少

子
化
進
行
に
よ
る
園
児
数

の
減
少
や
保
育
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
、
老
朽
施
設
の
維

持
管
理
費
の
課
題
が
あ
る

中
で
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
維
持
・
向
上
を
図
っ
て

い
く
た
め
、
今
後
の
教

育
・
保
育
施
設
の
あ
り
方

と
し
て
、
統
廃
合
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
こ
と
は

避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
て

い
る
。

【
問
】　
　

働
く
女
性
を
応

援
す
る
た
め
に
、

病
後
児
保
育
は
必
要
不
可

欠
と
考
え
る
が
町
と
し
て

の
考
え
は
。

【
町
長
】　

病
後
児
保
育
は

運
営
で
き
れ
ば
望
ま
し
い

が
保
育
士
の
確
保
も
困
難

で
あ
る
。今
後
に
お
い
て
、

幼
児
施
設
の
統
廃
合
の
問

題
な
ど
も
あ
る
た
め
、
総

合
的
に
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

屋内型遊び場施設は、天候に左右されずいつでも
遊ぶことができます。県内にも、屋内型の遊び場
施設があります。（写真はイメージ）

病後児保育とは、病気からの回復
途中の子供を預かる保育サービス
のことです。（イラストはイメージ）

上上
かみやまかみやま

山山　　誠誠
まことまこと
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問問今後のスポーツ推進政策の
　　　　　　　　　　考えは
それぞれの目的に合った支援をしていく

【
問
】　
　

活
動
場
所
の
提

供
と
の
こ
と
だ

が
、
具
体
的
な
施
設
マ
ッ

プ
が
あ
れ
ば
よ
り
活
発
な

活
動
が
で
き
る
と
思
う
が

い
か
が
か
。

【
教
育
長
】　
町
の
各
運
動

施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に

つ
い
て
、
個
人
で
利
用
で

き
る
、
又
は
貸
し
出
し
で

き
る
等
の
相
談
に
は
積
極

的
に
応
じ
て
い
き
た
い
。

スポーツ推進政策

教育長教育長

地
域
と
学
校
で
連
携
し
た

行
事
の
開
催
を

学
校
側
と
協
議
し
て
い
た
だ
き
た
い

学
校
側
と
協
議
し
て
い
た
だ
き
た
い

教
育
長

教
育
長

【
問
】   　
　

住
民
が
様
々
な

形
で
ス
ポ
ー
ツ
に

参
加
し
、
活
気
あ
る
生
活

を
送
れ
る
環
境
づ
く
り
が

必
要
だ
と
考
え
る
。
地
域

と
学
校
で
連
携
し
行
事
を

つ
く
る
こ
と
で
地
域
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。

【
教
育
長
】　
各
学
校
に
は

学
校
運
営
協
議
会
と
い
う

組
織
が
発
足
し
て
お
り
、

地
域
と
学
校
を
結
び
つ
け

る
つ
な
ぎ
役
と
し
て
確
立

し
て
い
る
。
そ
の
協
議
会

の
中
で
提
案
し
て
い
た
だ

き
、
学
校
側
と
協
議
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

スポーツを通じた地域活性化

【
問
】　
　

学
校
の
統
合
や

人
口
減
少
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
各
種
大
会
が
縮

小
開
催
か
ら
中
止
と
な
っ

た
。
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
政
策
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
考
え
を
伺

う
。

【
教
育
長
】　
軽
米
町
総
合

体
育
大
会
の
各
競
技
や
町

民
体
育
祭
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
高
齢
化
や
地

域
の
連
帯
意
識
の
希
薄

化
、
さ
ら
に
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
を
は
じ
め
と
す
る
社

会
環
境
や
個
人
の
価
値
観

の
変
化
な
ど
に
よ
り
開
催

が
困
難
で
あ
る
と
し
て
、

代
表
者
会
議
に
お
い
て
協

議
し
中
止
と
し
た
。
集
団

で
行
う
競
技
や
大
会
か
ら

個
人
や
家
族
、
友
人
同
士

な
ど
少
人
数
で
も
参
加
で

き
る
種
目
へ
の
意
識
の
変

化
や
、
趣
味
と
し
て
の
取

り
組
み
な
ど
、
運
動
を
行

う
理
由
、
目
的
が
時
代
と

問問

と
も
に
大
き
く
変
化
し
て

い
る
。
今
後
も
、
従
来
の

住
民
が
多
く
集
ま
る
イ
ベ

ン
ト
的
ス
ポ
ー
ツ
の
開
催

に
つ
い
て
は
、
参
加
者
の

確
保
が
難
し
い
も
の
が
あ

る
と
と
ら
え
て
い
る
。
今

後
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
あ

た
っ
て
は
個
人
で
行
う
運

動
等
に
つ
い
て
は
活
動
場

所
等
の
提
供
、
競
技
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
人
材
育
成
と
団
体
運

営
に
係
る
支
援
、
地
域
等

が
行
う
活
動
に
つ
い
て

は
、
企
画
や
経
費
、
用
具

や
周
知
等
の
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

町民体育祭は平成 29 年まで開催され、各地
区対抗で様々な競技が行われていました。

　

ま
た
、
用
具
等
の
準
備

も
要
望
に
応
え
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

施設マップがあることで、町内に住んで
いる方だけでなく、町外から訪れた方で
も利用しやすくなります。（町民体育館）

損害賠償請求事件 小中学校の教員住宅

次
回
は

次
回
は
77
月月
2929
日
の
予
定

日
の
予
定

居
住
環
境
等
今
後
検
討
進
め
る

居
住
環
境
等
今
後
検
討
進
め
る

問問 問問町
長
町
長

教
育
長

教
育
長

裁
判
の
審
理
状
況
は

先
生
の
温
か
い
受
け
入
れ
を

一般質問

中中
なかむらなかむら

村村　　正正
ま さ しま さ し

志志

問問活動場所への移動手段
　　　　　　　　　　確保は

生徒の活動機会確保を保障するための
　　　　　　　　　　　重要な検討項目

中学校部活動の地域移行

教育長教育長
田田
た な かた な か

中中　　祐祐
ゆうすけゆうすけ

典典

一般質問

岩
手
県
の
部
活
動
連
絡
会

支
援
事
業
も
活
用
し
た
い

と
考
え
る
。

【
問
】　
教
育
委
員
会
内

で
の
担
当
は
。

【
教
育
長
】
部
活
動
を
学

校
教
育
か
ら
地
域
へ
移
行

す
る
制
度
の
た
め
、
生
涯

学
習
課
が
中
心
に
教
育
総

務
課
と
連
携
し
て
進
め

る
。

【
問
】　
地
域
移
行
で
活

動
が
夜
間
や
休
日

が
中
心
と
な
り
生
徒
や
親

の
負
担
が
大
き
く
、
限
ら

れ
た
人
だ
け
の
活
動
に
な

り
は
し
な
い
か
心
配
す
る

が
。

【
教
育
長
】
先
進
事
例
で

は
、
週
の
平
日
2
日
、
土
・

日
曜
は
ど
ち
ら
か
1
日
休

み
と
し
て
い
る
。
移
動
手

段
の
確
保
は
、
県
内
で
も

課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
町
で
は
、
生
徒
の

活
動
機
会
を
保
障
す
る
意

味
で
も
重
要
な
検
討
項
目

と
し
て
い
る
。

【
問
】　
軽
米
中
学
校
の

部
活
動
は
任
意
加

入
だ
が
、
現
状
は
。

【
教
育
長
】
１
年
が
60
％
、

２
年
が
80
％
、
３
年
が

72
％
で
全
体
で
は
71
％
。

部
活
動
に
加
入
せ
ず
に
町

内
外
地
域
ク
ラ
ブ
等
へ
の

参
加
者
は
1
年
が
13
人
、

2
年
３
人
、
3
年
4
人
と

な
っ
て
い
る
。

【
問
】　
部
活
動
の
地
域

移
行
の
進
捗
状
況

は
。

【
教
育
長
】
地
域
移
行
協

議
会
の
設
置
は
ま
だ
で
あ

る
が
、
指
導
者
の
確
保
、

養
成
が
重
要
で
あ
り
、
資

格
取
得
の
支
援
を
進
め
、

人
、
16
％
で
あ
る
。

【
問
】　
軽
米
町
が
温
か

く
受
入
れ
す
る
体

制
整
備
が
必
要
で
は
。

【
教
育
長
】
先
生
方
が
希

望
す
る
居
住
環
境
等
の
考

え
方
を
伺
い
な
が
ら
、
今

後
、
検
討
を
進
め
る
。

【
問
】　
小
中
学
校
の
教

員
住
宅
の
現
状
と

教
職
員
の
町
内
へ
の
居
住

状
況
は
。

【
教
育
長
】
軽
米
中
に
１

棟
の
ほ
か
7
棟
あ
る
が
、

入
居
は
な
い
。
教
職
員
の

町
内
居
住
は
51
人
中
8

に
必
要
な
立
証
を
補
充
す

る
よ
う
指
示
さ
れ
た
。

【
問
】　
次
回
の
裁
判
は

い
つ
か
。

【
町
長
】
第
15
回
期
日
が

7
月
29
日
と
さ
れ
た
。
今

後
は
、
議
員
全
員
協
議
会

等
で
の
説
明
を
行
い
、
現

状
理
解
に
努
め
た
い
。

【
問
】　
岩
手
県
へ
の
損

害
賠
償
請
求
事
件

の
審
理
状
況
を
伺
う
。

【
町
長
】
3
月
の
予
定
が

延
期
さ
れ
、
5
月
28
日
に

実
施
。
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張

に
対
す
る
和
解
に
向
け
た

裁
判
所
の
考
え
方
が
説
明

さ
れ
、
和
解
金
額
の
査
定

部活動を有意義なものにするためにも、町
としての支援が必要です。（中総体の様子）
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問問商工会の将来的な統合はあるのか

現時点で統合について検討する予定はない

【
問
】　
こ
れ
ま
で
イ
ベ

ン
ト
等
は
商
工

会
、
各
種
団
体
と
連
携
し

開
催
し
て
き
た
。
そ
の
た

め
統
合
・
縮
小
と
な
れ
ば

町
の
負
担
が
増
え
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
前
に
何
ら

か
の
対
策
を
検
討
し
て
お

く
べ
き
で
は
。

【
町
長
】　

現
時
点
で
は
軽

米
町
商
工
会
の
統
合
等
に

つ
い
て
対
策
を
検
討
す
る

予
定
は
な
い
が
、
引
き
続

商工観光の振興

町長町長

町の活性化について

連
携
を
密
に
し
、
各
種
課
題
に
対
応

連
携
を
密
に
し
、
各
種
課
題
に
対
応

問問町
長
町
長

【
問
】　
　

商
工
会
の
広
域

連
携
に
よ
る
将
来

的
な
事
務
・
事
業
の
見
直

し
、
統
合
に
つ
い
て
心
配

は
な
い
か
。

【
町
長
】　
今
回
の
広
域
連

携
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
工

会
の
体
制
の
ま
ま
、
共
同

で
実
施
で
き
る
事
務
・
事

業
に
つ
い
て
連
携
し
て
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事

業
運
営
を
効
果
的
か
つ
効

率
的
に
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
目
的
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
事
務
・
事
業
を
見

直
し
、
統
合
に
つ
い
て
検

討
す
る
予
定
は
現
時
点
で

は
な
い
と
伺
っ
て
い
る
。

【
問
】　
　

人
口
減
少
や
経

営
者
の
高
齢
化
な

ど
、
今
後
、
商
工
会
の
機

能
を
維
持
す
る
こ
と
が
困

難
に
な
る
可
能
性
に
つ
い

て
、
今
ま
で
商
工
会
と
ど

の
よ
う
な
話
し
合
い
を
し

て
い
る
の
か
。

【
町
長
】　
こ
れ
ま
で
正
式

な
話
し
合
い
の
場
を
設
け

て
は
い
な
い
が
、
毎
年
の

事
業
要
望
の
際
や
、
課
題

が
発
生
し
た
場
合
は
そ
の

都
度
、
問
題
を
情
報
共
有

し
、
解
決
し
て
き
た
。
今

後
も
、
こ
ま
め
に
情
報
共

有
し
な
が
ら
、
商
工
会
の

機
能
維
持
に
向
け
て
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

【
問
】　
　

町
と
し
て
今

後
、
商
工
会
と
ど

の
よ
う
に
連
携
を
図
り
、

ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
対

応
し
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】　

商
工
会
で
は
、

地
域
経
済
の
発
展
・
町
の

活
性
化
の
た
め
の
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
町
で
は

財
政
的
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
町
内
事
業
者

の
経
営
発
達
支
援
事
業
の

計
画
・
実
施
状
況
な
ど
に

つ
い
て
も
、
会
議
に
参
加

し
情
報
共
有
を
図
っ
て
い

る
。
今
後
も
商
工
会
の
組

織
弱
体
化
に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
支
援
を
行
う
と
と

対
策
の
検
討
が
必
要
で
は

一般質問

き
連
携
を
密
に
し
な
が
ら

各
種
課
題
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

【
問
】　
今
後
さ
ら
に
地

域
お
こ
し
協
力
隊

員
を
招
致
し
、
地
域
・
商

店
街
・
軽
米
町
全
体
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い

と
思
う
が
い
か
が
か
。

【
町
長
】　
今
後
も
隊
員
の

確
保
を
進
め
、
町
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

も
に
、
商
工
会
と
の
情
報

共
有
を
い
っ
そ
う
密
に

し
、
状
況
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
注
視
し
て
い
く
。

商工会では毎年、さまざまなイベント
を主催し、町を盛り上げています。（夏
祭りナニャドヤラ流し踊り）

加齢性難聴への対策 再エネ施設での事故の対応

国
・
県
の
動
向
を
見
て
検
討

国
・
県
の
動
向
を
見
て
検
討

関
係
機
関
と
連
携
し
情
報
収
集
を
適
切
に

関
係
機
関
と
連
携
し
情
報
収
集
を
適
切
に

問問問問 町
長
町
長

町
長
町
長

聴
力
診
断
と
補
聴
器
購
入
補
助
を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
安
全
対
策
は

一般質問

江江
え さ し かえ さ し か

刺家刺家　　静静
し ず こし ず こ

子子

問問安心して介護を受けられるよう
　　　　事業所に独自の支援を

必要な支援策を検討する

訪問介護事業

町長町長

【
問
】　
　

訪
問
介
護
の
基

本
報
酬
引
下
げ
に

よ
り
介
護
事
業
所
が
経
営

存
続
の
危
機
に
あ
る
。
存

続
の
た
め
町
か
ら
緊
急
支

援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】　
訪
問
介
護
報
酬

引
下
げ
は
、
一
定
の
影
響

は
あ
る
も
の
と
し
て
認
識

し
て
い
る
が
、
介
護
職
員

等
処
遇
改
善
加
算
と
中
山

間
地
域
の
特
定
事
業
所
加

算
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。

事
業
者
に
丁
寧
な
説
明
・

情
報
提
供
を
行
い
、
加
算

を
取
得
で
き
る
よ
う
に
支

援
し
た
い
。

　

町
と
し
て
独
自
の
支
援

策
に
つ
い
て
は
現
時
点
で

は
未
定
で
あ
る
。

【
問
】　
　

加
齢
性
難
聴
の

早
期
発
見
の
た

め
、
町
が
聴
力
検
診
実
施

と
補
聴
器
購
入
費
用
に
一

部
助
成
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】　
聴
力
低
下
に
よ

る
フ
レ
イ
ル
の
進
行
も
懸

念
さ
れ
る
が
、
町
と
し
て

は
国
の
示
す
項
目
を
基
に

【
問
】　
　

町
内
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
火
災
や

風
力
発
電
に
事
故
が
発
生

し
た
場
合
の
町
と
業
者
の

対
応
と
施
設
の
町
民
視
察

に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】　
高
家
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
火
災
は
小
動
物
が

ケ
ー
ブ
ル
を
か
じ
り
、
絶

縁
不
良
で
火
災
と
な
っ
た

可
能
性
が
あ
る
旨
の
報
告

が
あ
り
、
地
域
住
民
に
は

再
発
防
止
策
等
が
ま
と

ま
っ
た
段
階
で
説
明
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　

風
力
発
電
の
風
車
は
、

事
業
者
が
随
時
点
検
、
定

期
自
主
点
検
、
風
車
メ
ー

カ
ー
の
定
期
点
検
を
年
2

回
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ

し
た
生
活
習
慣
病
対
策
を

基
本
と
し
て
い
る
。
聴
力

検
査
の
導
入
は
国
や
県
の

動
向
を
見
て
検
討
し
た

い
。

　

加
齢
性
難
聴
補
聴
器
購

入
補
助
は
制
度
導
入
自
治

体
の
実
績
や
効
果
を
検
証

し
な
が
ら
検
討
す
る
。

【
問
】　
　

設
置
を
規
制
す

る
条
例
が
必
要
で

は
な
い
か
。

【
町
長
】　
国
・
県
の
規
制

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ

り
、
現
行
法
規
制
で
安
全

や
環
境
保
全
は
担
保
さ
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

茶茶
ち ゃ やち ゃ や

屋屋　　隆隆
たかしたかし

ま
で
異
常
が
な
い
旨
報
告

を
受
け
て
い
る
。

訪問介護の利用者は、身近な環境
での生活を維持することができ、
心地よさや安心感を得ることがで
きます。（写真はイメージ）

早期発見・早期対応のためにも、迅速な対応が
必要です。（イラストはイメージ）
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次は 　 　　　 　 　　　町民インタビュー町民インタビュー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　かるまいかるまい町町にに住住んでみてんでみて

　第 15 回臨時会が５月 12 日に開催され、委員
会条例により、3 常任委員会（総務教育民生、産
業建設、議会報編集）及び議会運営委員会の委員
の選任を行い、また町政調査会幹事も選任し、人
口減少・少子化対策及び議会改革調査特別委員会
は、これまで同様、継続して活動します。
　議員任期も折り返し、残り２年間に全力投球し
ます。

◎委員長　○副委員長

町 政 調 査 会　 幹 事 会

産業建設常任委員会

総務教育民生常任委員会

総務・教育民生等の事務調査

産業建設の事務調査

　◎上山　　誠　　○細谷地多門
　　甲斐　鉦康　　　中村　正志
　　大村　　税　　　松浦　満雄

　◎本田　秀一　　○田村　せつ
　　田中　祐典　　　西舘　徳松
　　江刺家静子　　　茶屋　　隆　

会長：茶屋　隆　副会長：中村　正志
任期：令和 7 年 5 月 12 日～
　　　　　9 年 4 月 30 日（2 年間）

常任委員会の委員等を選任
残り2 年間を全力で

議
会
運
営
委
員
会

◎
上
山　

誠　
　

○
中
村　

正
志

　

田
中　

祐
典　
　

　

江
刺
家
静
子

　

田
村　

せ
つ　
　

　

細
谷
地
多
門

議
会
報
編
集
常
任
委
員
会

◎
中
村　

正
志　

○
田
村　

せ
つ

　

田
中　

祐
典　
　

甲
斐　

鉦
康

　

上
山　
　

誠　
　

茶
屋　
　

隆

町
民
と
議
会
と
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

健全な町政運営に寄与

人口減少・少子化対策調査
　　　　　　　　　　　特別委員会　幹事会

夫
婦
の
魅
力

子
育
て
の
喜
び

なり手不足解消への努力

自
由
な
調
査
・

町
民
交
流
と
研
修 　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
む

中
、
地
元
で
働
き
た
い
と
い
う
若
者

の
声
も
聴
い
て
き
ま
し
た
。
需
要
の

低
迷
・
人
手
不
足
等
に
よ
る
売
り
上

げ
不
振
な
ど
地
域
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

地
元
企
業
の
課
題
・
若
者
の
定
住
促

進
・
将
来
に
希
望
が
持
て
る
高
校
教

育
の
在
り
方
な
ど
課
題
解
決
に
向
け

提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
本
田
委

員
長
）

　
議
会
だ
よ
り
「
か
る
ま

い
」
は
、
3
月
、
6
月
、

9
月
、
12
月
の
議
会
定
例

会
で
協
議
し
た
内
容
を
分

か
り
や
す
く
編
集
し
、
発

行
す
る
の
が
、
私
た
ち
の

仕
事
で
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
に
読
ん
で
も
ら
い
、
町

民
と
議
会
と
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
が
で
き
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
。（
中
村
委
員

長
）

　
地
域
の
産
業
振
興
や
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
関
す
る
地

域
住
民
や
企
業
か
ら
の
意

見
や
要
望
を
収
集
し
、
調

査
研
究
を
し
、
住
民
の
意

見
を
政
策
に
反
映
で
き
る

委
員
会
活
動
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（
上

山
委
員
長
）

員
長
）

　

新
し
い
委
員
会
構
成
に

な
り
ま
し
た
が
、
議
会
運

営
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に

議
案
や
請
願
陳
情
の
取
り

扱
い
な
ど
を
慎
重
に
協

議
、
調
整
し
議
会
運
営
を

支
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（
上
山
委
員
長
）

　

委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
紫

波
町
の
議
会
視
察
、
町
内
の

農
業
、
商
工
会
関
係
団
体
等

と
の
議
会
の
活
性
化
、
議
員

の
な
り
手
不
足
等
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
意
見
等
を
参
考
に

し
、
年
内
に
向
け
て
ま
と
め

結
論
を
出
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。（
細
谷
地
委

員
長
）

　
町
の
人
口
は
、
1
万
人
を

切
っ
て
か
ら
減
少
し
続
け
、

7
千
人
台
で
す
。

　

出
生
数
も
こ
こ
5
年
間
で
は

年
20
人
台
の
状
況
で
す
。

　

町
の
独
身
男
女
に
歯
止
め
を

か
け
、
何
と
か
婚
活
を
奨
励
し

た
い
で
す
ね
。
夫
婦
の
魅
力
、

子
育
て
の
喜
び
を
共
有
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。（
中
村
委
員
長
）

　

正
規
の
会
議
以
外
に
協

議
し
た
い
場
合
や
議
会
独

自
の
調
査
、
研
究
、
協
議

を
行
う
場
が
「
町
政
調
査

会
」
で
す
。
今
後
も
任
意

団
体
と
し
て
町
民
と
の
交

流
活
動
や
情
報
交
換
会
へ

の
参
加
、
議
員
研
修
の
企

画
な
ど
を
実
施
し
、
町
政

の
健
全
な
運
営
に
努
力
し

ま
す
。（
茶
屋
会
長
）

議会改革調査 特別委員会　幹事会

　町政調査会は、町政全般にわたり、調査、研究、
協議を行い、町政の健全な運営に寄与するために議
員全員で組織しています。幹事会 7 人以内で、任
期は 2 年間です。

町政への積極的な提言を
　人口減少・少子化対策調査特別委員会（中
村正志委員長）は、前任期に引き続き、令和 5
年 6 月定例会で設置し、婚活・子育てや移住・
定住施設の強化など、課題解決に向け、調査・
研究に努めています。
　これまでの若者世代用住宅の建設や町民の意
見を取り入れた施設の提言などを積極的に行っ
てきました。

　議会改革調査特別委員会（細谷地多門委
員長）は、令和 5 年 6 月定例会で設置され、
議員のなり手不足や若い人たちの政治への参
画などを協議してきました。
　議員報酬や定数問題、住民との意見交換会、
議員の資質向上など、議会が抱える諸課題解
決のために、今後も議論を重ねていきます。

住
民
の
意
見
を

政
策
へ
反
映

円
滑
な
議
会
運
営
を

地
元
で
働
き
た
い
若
者

年
内
に
結
論
を
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か
る
ま
い

 

議
会
だ
よ
り

議
会
報
編
集
常
任
委
員
会

軽米町議会だよ
りはこちらから

び
場
も
あ
る
の
は
う
れ
し
い
で

す
。

　

軽
米
に
必
要
な
も
の

☟
他
の
市
町
村
の
ほ
う
が
良
い

と
思
う
所
は
？

　
産
婦
人
科
が
な
く
、
車
を
30

分
以
上
運
転
し
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
所
が
大
変
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
も
う
少
し
近
く
に

あ
れ
ば
、
妊
婦
さ
ん
も
楽
で
安

心
だ
ろ
う
な
と
感
じ
ま
す
。

☟
軽
米
町
に
望
む
こ
と
は
？

　
今
の
時
代
、
子
育
て
支
援
が

充
実
し
て
い
る
市
町
村
が
あ
る

の
は
、
子
育
て
し
て
い
る
方
に

と
っ
て
と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ

と
な
の
で
、
そ
の
ア
ピ
ー
ル
が

も
っ
と
で
き
れ
ば
い
い
の
か
な

と
思
い
ま
す
。
自
然
が
た
く
さ

ん
で
、
の
び
の
び
と
子
育
て
で

き
そ
う
な
町
な
の
で
、
そ
こ
が

も
っ
た
い
な
い
な
あ
と
感
じ
ま

す
。

　

出
産
を
機
に
軽
米
へ

☟
軽
米
町
で
暮
ら
す
き
っ
か
け
は
？

　

主
人
が
軽
米
町
出
身
で
、
将

来
は
軽
米
町
に
帰
り
た
い
と
い

う
希
望
も
あ
り
、
子
供
が
生
ま

れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
き
っ
か
け

で
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
活
発
な
町

☟
軽
米
町
に
来
る
前
の
印
象
と
来

て
か
ら
の
印
象
は
？

　

人
口
が
少
な
く
、
お
店
も
生

活
に
必
要
な
最
小
限
の
も
の
を

そ
ろ
え
ら
れ
る
か
な
？
く
ら
い

の
数
だ
っ
た
の
で
不
安
で
し

た
。
来
て
み
て
か
ら
は
、
必
要

な
も
の
は
そ
ろ
え
ら
れ
る
し
、

な
に
よ
り
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。

				
　

子
育
て
支
援
の
充
実

☟
身
の
回
り
で
関
心
が
あ
る
こ
と

は
？

　
子
育
て
支
援
が
充
実
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
と
て
も
感
心
し
ま

し
た
。
保
育
料
無
償
化
や
、
遊

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
出
演
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
主
に
町
外
か
ら
軽
米
町
に
来
ら
れ
た

方
で
、
町
へ
の
提
言
、
思
い
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

議
会
事
務
局
又
は
お
近
く
の
町
議
会
議
員

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募集しています

　　夫・夫・      翼翼
つばさつばさ

    さんさん

長女・長女・    星星
せ なせ な

那那   ちゃん 　ちゃん 　

かるまいかるまい町町にに住住んでみてんでみて
　　　　町民インタビュー町民インタビュー Vol.Vol.㊴㊴

大清水　采乃 さん

宮城県仙台市出身　（上新町・20 代）宮城県仙台市出身　（上新町・20 代）

　　　　　　　 　　　　　　　 夫・長女の３人家族夫・長女の３人家族

　　おおしみずおおしみず　   　　 　   　　 あやの　あやの　


